
国際農業研究成果情報No.2, 1994 (平成6年度）

11. アフリカ飼養牛の環境適応性と生産性の両遺伝能力を同時に推定する手法

［要約］ アフ リカ飼養牛のト リパノゾーマ及び暑熱等に対する環境適応性の指標として牛群滞在

日数をとりあげ，さらに乳等の生産性の遺伝能力を同時に推定する手法を開発した。
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［背景・ねらい］

アフリカ熱帯地域の牛は， 自然淘汰の中でト リパノゾーマ症はじめ多くの疾病や低栄養環境下で

も生存しうる能力を獲得してきた。一方，爆発する飢餓， 人口増加を吸収するにはアフ リカ牛の生

存能力以外にも乳，肉，労役等の生産性を高める育種改良が必要である。これまで，アフリカ牛に

ついて トリパノゾーマ及びアフ リカの劣悪な環境下に適応する遺伝能力を推定する手法はなかっ

た。そこで，環境適応性の遺伝能力とともに，乳 ・肉等の生産性の遺伝能力を同時に推定する手法

を開発する。

［研究の内容•特徴］

① 環境適応性と生産性の両遺伝能力について，ベイジアン手法をもとに遺伝的変異の大きさ及び

両者の遺伝的関連性を推定する手法を開発した。さらに，その値をもとにして種雄牛あるいは

個々の牛の両遺伝能力を推定する手法を開発した。両手法は， ともに反復手法として最尤値を求

める（図 1)。

② ケニア飼養のアフ リカの環境下で飼育されている牛フ リージアン種の乳量の遺伝率は0.172,

初産分娩からの生存日数である牛群滞在日数の遺伝率は0.424, 両者の遺伝相関は一0.452を示し

た（表 1)。

③ 種雄牛20頭（娘牛412頭）のうち，娘牛乳量の遺伝能力が高い 3頭(+98 ~ 136kg)は，逆に

牛群滞在日数の遺伝能力は一127~-141日と最も低かった。一方，牛群滞在日数の遺伝能力の高

かった 2頭(+122~179日）は，逆に乳量の遺伝能力は一81~ 149kgと低かった（図 2)。

④ 以上の結果から，アフリカの環境下で飼育されている牛は生存性の遺伝的変異が大きいもの

の，生産性の乳量とは負の遺伝的関連性を持っている事が明らかになった。したがって，両者を

別々に推定し優秀な個体を選抜したならば，今まで獲得してきた遣伝的変異を損失する可能性が

ある。両者の遺伝的能力を高めるためには，同時に両者の関連性を考慮しながら遺伝的能力を推

定する本手法が有効である。

［成果の活用面・留意］

本手法によって，今まで不可能だったアフ リカ牛の両遺伝能力の解析が可能となる。

［具体的データ］
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x: 観測値の牛群に対する係数行列 z: 観測値の種雄牛（個々の牛）に対する係数行列
D: 対角行列 A: 血縁行列 Y: 乳量記録 h: 牛群滞在日数（あるいは期待値） di: 個体毎の牛群滞
在日数期待値の分散 bl:乳量に及ぼす牛群効果 b2:牛群滞在日数に及ぽす牛群効果 ul:種雄牛
（個々の牛）の乳量に対する遺伝能力 u2: 種雄牛（個々の牛）の牛群滞在日数に対する逍伝能力 gu (22) : 
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図1: 環境適応性と生産性の両遺伝能力を同時に推定する手法

表 1: 遺伝的パラメータの推定値

乳量 牛群滞在日数

乳量 0.1718 -0. 4516 

牛群滞在日数 ーo.1855 o. 4239 

対角線上は遺伝率，非対角線上は
遣伝相関，非対角線下は表型相関
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図2: 種雄牛の乳量 ・牛群滞在
日数の育種価の分布
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